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1) この点については， Day and Wensley (1983)， Weitz (1985)を参照ら また，これまで町分
析的な戦略の命題については， Eliashberg and Chatterjee (1985)を参照。





















次節は，マ ケティ yグ戦略の研究に大きな影響を与えたポストン コンサ











BCGや PIMS(Prout of Markct Sharc)プロ Fラムによる経験的研究は，


















2) BCGの研究についてはJ Abell and Harnmond (1979)， Thomas (1目的を参照， PIMSの
研究については， Buzzell and Wiersema (1981)を事伊'0
の経験効果については Spence(1981)， Day and Montgomery (983)を参照。製品ライフサ
イグルについ亡は， Wensley (1981)を参照ゐ














































図(2)で利益率が相対的に高い事業は 1行1列 2行 1列であり，最適投資
比率が高い事業単位は 1行1列 1行2列であり，対角線より下がキャッジ
ュ・フローをうむ。そして，成長 Vェ7が対角線上に位置すれば，キャッシ















る。 さらに， 企業は効率的でない事業分野から退出する。 このように， RCG 
の戦略モデノレはコストによる競争的優位性の確保にあるn コスト優位悼を追求






られなければ，退出することになる。図(2)で1行 2列と 2行 2列の事業で，参
入・退出が可能であるのは，企業の環境がきわめて競争的であることが想定
されているためである。この意味では BCGモデノレが想定している環境は，
Baumol， Panzer， and Willig (l日82)がいう新規参入によって競争可能な市場
(con日S同blemarket) ときわめて類似し ζいる山〉。経験効果をもたらす資源







競争戦略と戦略的行動 (61) 61 
が特定的資源〔埋没原価〕であるにもかかわらず，非特定的資源であるかのよ













































































要な戦略である。 7イパノレ企業が存在しないセグメ Y トに参入する場合は， ラ
イJミル企業の戦略を考慮する必要がないが，そのようなケ -7.は稀である。現
7) Schelling 0969， p_160.) 
め企業行動のゲーム論的接近の発展については， Dixit (1982)， Encaoua， Geroski， and Jacque 
min (1986)， Fudenbe昭 andTirore (1986)を参照。
9) 以下ではゲー でム論に従って， Iコミット」ないしは「コミットメント」を用いるが，それは特
定性と同義である。























今，Rパi=A，B， j=1， 2)は，Z=Oの時白収入関数， C'はコ月ト関数で
表わす。企業Aは期間 1，期間2に当該セグメ y トで行動するので， その利潤
関数は，
10) 以下の数学そデルについては， Bulow， Geanakoplos， and Klemperer (1985)に基づいている.
こ白モデルの意義は，以下 t述べるように， 内部要因と競争要因との2つ白変数を導入している
ことである。
競争戦略と戦略的行動 (65) 65 
πA(SlA， SZA， S2B， Z) =R1A(SIA) +R:/(S2A， S'2.B) 
-c叫(S，A，S，A， Sz')+ZS，^ (1) 
となあ。一方，企業Bは期間2に当該セグメントに参入するので，
πB(S2A， S2B) = Rz'(S，A， S2B)-CペS2A，S2B) (2) 
となる。(1)式， (2)式で企業の利益げはAの期間 10)投資戦略 SlA，期間







drA aπA dS')B aπA dS?A aπA dZ 
万戸+百戸・万戸c+万戸 ，dS;' + "az ' dS，A ニo (3) 。πA dZ 









， ョー A :l_A :l_B 、
階の条件協lA=0， -as2A =0，註.-=0)を全微分し，解けばよい。すなわち，







I 8πA ¥ I d5f¥ dS2B 82πA 8'πB 
効果は，同計・(万戸)= -sign岩手=-sign ~万戸商工・高唱28 )で
表されることになる。






















上補完的 (strategiccomplements) といい，後者を戦略上代替的 (strategic
substitute) ということにする。企業Bが企業Aの製品を自己の製品と競合す
るとみれば，戦略」乙補完的のケースとなる。





























定できるがJ 問題はライ ρ ノレ企業がどのような場合に，当該企業の製品主戦略
上初完的とみるか，代替的とみるか Cある。































































13) Kreps and Spence (198めは， この点に注目して，従来の産業組散論，企業戦時論に言及し













































ただし， この信念は， 参入企業にとって過去の戦略の歴史に依存し， 戦略と
観察した行動とに関してベイズ的に首尾一貫している。これ官逐次的合理性
(sequential rationa1ity) とし、ぅ'"。前節のそデノレのように， 競争が終るまで
に戦略にーミットメントしている場合は，逐次i'sに合理的ではなL、。
長期競争を考える場合，逐次的合理性はきわめて重要である。長期の競争の
14) 情報のフド呈淵ゲー ムについては， KrE戸田dWilson (1982)， Ivu.lgrom and Roberts (1982). 
Roberts (1985)を参照泊また，情報の不完備ゲー ムに関する文献レビュー については， Roberts 
(987)を参照ハ情報が不完備である状況での競争戦略については， Wilson (1986)を審問b

























































16) Roberts (1986)は， 当該セグメントの正確な需要を既存企業は知っているが， 参入企業はノ
74 (74) 第 142巻第l号
1970年代初頭におきたコーヒーをめぐるジェネヲノレ・フーズ社 (GF)対プロ





















17) GFは，マクスウェル等四プランドでアメリカ東部のレギュラー コー ヒー 市場の約45%を主
配してUた。そこへ， γカゴ以西てはトップ ノランドであるがz 京都巴は名問が売れていない
P&Gはフォー ノレジャー ズのプランドで東部の市場セグメントに軍次的に参入した。 GFがと
った戦略は都市部での値十げと版売促進費の大幅な投入であったゐその結果， P & Gは南東部
ではシェアを拡大したが，ニューヨーク等都市部でのνェア拡大という当初の目酌は達成されな
かった。そのため， P&Gは東部への参入を数年見送らなければならなかった。詳細は， Hilke 
and Nelson (1987)を参照。

























18) 戦時グノレ フの分析にヮいては， Porter (1980)， Cool and Schendel (1987， 1988)， Day， D. 
L.， W. S. DeSarbo， and T. A. Oliva (1987). 01iva， T. A.， D. L. Day， and W. S. DeSarbo 
(l!:;11:¥7)を参J絡。事莱の定義については， Abell (191:¥0)を奮闘。 Cooland Schendel (1987， 19岨〉
は，特定性。概念を導入して，時系列分析を行なっている。
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